
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口ビジョン改訂と第 3期総合戦略策定の趣旨 

●国立社会保障・人口問題研究所が令和 5 年に発表した日本の総人口は、2070（令

和 52）年に約 8,700 万人まで減少すると推計されています。 

●本市においても、社人研推計において 2070 年には総人口が 26,454 人まで減少

するであろうと推計されています。 

●本市は、これまで雇用・医療・教育・子育て環境を充実させ、安全安心な基盤整

備に取り組んできましたが、現行の人口ビジョンにおける「2060 年に総人口

38,000 人を維持」という目標の達成は厳しい状況にあります。 

●民間有識者らで組織された「人口戦略会議」による 2100 年の人口推計に関する

提言や国のデジ田戦略を踏まえ、人口減少にも対応した持続可能なまちづくり

に向け、本市の人口ビジョンを改訂し、新たな人口目標を定めます。 

●あわせて、新しい時代に合った施策展開を目指し第 3 期総合戦略を策定します。 

人口ビジョンと総合戦略の位置づけと期間 

人口ビジョンと総合戦略は、2015 年に制定された「まち・ひと・しごと創生法」

に基づき、策定が義務付けられており、人口ビジョンを基礎として、総合戦略を策

定することとなっています。これらの２つの計画は、国の「まち・ひと・しごと創

生長期ビジョン」や県の地域創生戦略も勘案し作成しています。 

●人口ビジョン ：2070 年の目標人口を設定（社人研の人口推計期間と一致） 

●第 3期総合戦略：令和 6（2024）年～令和 9（2027）年の 4 年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口ビジョン改訂と第３期総合戦略策定の体制 

人口ビジョンと総合戦略については、全庁的組織である小野市総合戦略等推進

本部会議で原案を作成し、外部有識者や市議会との協議、市民等からの意見聴取

（パブリックコメント）を経て策定します。 

 

小野市の人口・地域経済の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口推計シミュレーション 

令和 5年の社人研推計では、2070年（46年後）には総人口が 26,454人まで

減少し、高齢者人口割合は 43.4％まで増加する一方で、年少人口割合は 8.8％

まで減少すると推計されています。今後、転出超過の改善や、合計特殊出生率

の向上に取り組むことで、将来人口に大きな差が生じてきます。 

 

 
    社人研準拠 

推計 1…社会増減ゼロ、※合計特殊出生率（2040 年頃に 1.6、2050 年
頃に 1.8、2060 年までに 2.07 に到達） 

推計 2…社会増減社人研準拠、※合計特殊出生率（2040 年頃に 1.6、
2050 年頃に 1.8、2060 年までに 2.07 に到達） 

推計 3…社会増減 2045 年以降均衡、合計特殊出生率（2040 年まで
社人研準拠、2040 年頃に 1.6、2050 年頃に 1.8、2060年ま
でに 2.07 に到達） 
※の合計特殊出生率は、「人口戦略会議」の推奨ケースに準じて設定して

おり、推計 3 の合計特殊出生率は、このケースを加工して設定 

 

２０７０年の目標人口と総合戦略への展開 

感染症の流行で低迷した出生率の回復や転入・転出の早期の均衡を前提と

して、上記のシミュレーションにおける推計 3 に準じ、社人研の人口推計の

減少幅を 10 年遅らせることを目標に、新たな人口目標を「2070 年に 31,000

人の人口を維持する」とします。（現行目標 2060 年 総人口 38,000 人） 

 

 

 

国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン（令和元年改訂版）」おいては、

人口減少に歯止めをかけるためには「出生率向上」が必須であると示されて

います。このことから、本市の目標人口の達成に向け、若い世代が希望を持

つことが出来るよう、結婚・出産・子育て、教育のほか、仕事・雇用、医療・

福祉、定住に向けた住環境の整備など、多様なニーズに応じ希望を叶えるこ

とができる取組を推進していきます。 

一方で、人口減少に歯止めをかけるには相当な時間を要し、効果の出現ま

では一定の人口減少が見込まれます。人と人との繋がりに重点を置きながら

も上手にデジタルの力を活用することで、人口減少にも柔軟に適応できる“人

口減少下にあっても持続可能なまち おの”を推進します。 

総合戦略では、これらの取組を体系化し総合的に施策を展開していきます。 

●平成 12 年に 5 万人を超えるが、以後増減を繰り返しながら、平成

26 年に 5 万人を下回る。世帯数は一貫して増加。 

●年少人口・生産年齢人口は減少、高齢者人口は増加。 

●令和 2 年の高齢化率は 29.2％で、全国・兵庫県よりも高い。 

 

●自然増減（出生数－死亡数）は、マイナスが拡大。 

●合計特殊出生率は、コロナ禍の影響もあり、令和 2 年が 1.38、令和

3 年が 1.27、令和 4 年が 1.18 となっている。 

●社会増減（転入数－転出数）は、平成 12 年度以降、転出数が転入数

を上回る転出超過の傾向（令和 4 年は外国人の影響で転入超過）。 

●進学や就職のタイミングでの若年層の転出が多い。 

●就業者数は減少傾向。就業率は経年 

で男性が低下、女性が上昇。 

●雇用形態は、正規の職員・従業員の割合 

が男性で 79.4％、女性で 42.4％(令和 

2 年)。双方、全国・兵庫県に比べ低い。 

●就業者の構成比は、第３次産業就業者が 

多い。第２次産業に就業している人の 

割合が全国・兵庫県よりも高い。 

●事業所は減少。市内事業所は「卸売業、小売業」と「製造業」で

約半数を占める。 

●市内総生産は平成 30 年にかけて増加していたが、コロナ禍の影響

もあり以降は減少傾向。 

 

総人口は減少傾向、世帯数は一貫して増加 

死亡数が出生数を上回り、転出数が転入数を上回る傾向 

就業者数、事業所数が減少傾向 

各人口推計シミュレーションにおける総人口 

（人） 

総人口・世帯数の推移 

就業者数の推移 

31,282 

小野市人口ビジョン改訂版案・第３期総合戦略案（概要） ① 

目標人口 ２０７０年 総人口 ３１，０００人 



 

時代背景と社会潮流                           国のデジタル田園都市国家総合戦略の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の課題解決の視点と基本姿勢 

 

 

 

 

 

 

 

第３期総合戦略の体系と基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各基本目標における「デジタル技術」の主な活用目標 

 

●基本目標０１ “希望あるまち”へ 地域産業の活性化と安定したしごとの創出 

 テレワーク等にも活用できるコワーキングスペース等の整備支援 

 市内企業のＳＮＳ等での情報発信の強化 

 スマート農業の導入支援 

 

●基本目標０２ “子どもを生み育てたいまち”へ 将来を担う世代の広がりある未来の創出 

 子育て応援アプリを活用した子育て情報の発信強化 

 ＧＩＧＡスクール構想（一人一台端末環境整備等）の推進 

 デジタル教材等のＩＣＴ教育の充実 

 

●基本目標０３ “選ばれるまち”へ 愛着と魅力の創造によるひとの流れの創出 

 市制 70 周年記念事業を契機としたＳＮＳ等での情報発信強化 

 公開型の地理情報システム（ＧＩＳ）の構築とオープンデータ化による情報発信 

 観光デジタルマップの導入と大学との連携による観光資源の磨き上げ 

 

●基本目標０４ “つながりあるまち”へ 活気ある豊かで温もりある地域の創出 

 地域のきずなづくり支援事業におけるデジタル化推進活動の支援拡大 

 ドローン等を活用した災害対応体制の確立 

 らん♡らんタクシーなど公共交通の効率的な運行に資するデジタル技術の活用 

 兵庫県と連携した水道施設の予防保全等に係るデジタル技術の導入 

 加古川流域等でのﾜﾝｺｲﾝ浸水ｾﾝｻｰ実証実験を契機としたデータ連携基盤の広域利用 

 

●基本目標０５ “豊かな人材を育むまち”へ 多様な主体が活躍できる環境の創出 

 イベント・セミナー・教室への参加を促進する市公式ＬＩＮＥの活用 

 市公式ＬＩＮＥを活用した健康づくり等に関するポイントのデジタル化 

 マイナンバーカード等を活用した自治体・医療機関・介護事業所の情報連携 

 

●基本目標０６ “挑戦し進化し続けるまち”へ 新しい時代の力を活かす環境の創出 

 （自治体行政ＤＸ） 

 基幹業務システムの統一・標準化とガバメントクラウドへの移行 

 窓口でのキャッシュレス化・スマート化対応を含む窓口改革の推進 

 ＡＩチャットボットの活用を含む市公式ＬＩＮＥ上でのサービス拡充 

 ＤＸ人材育成研修の実施とドローン操縦資格の取得推進 

（地域社会ＤＸ） 

 紙媒体による情報収集と情報発信のデジタル化への移行促進 

 世代間のコミュニケーション等を通じた地域におけるＩＣＴリテラシーの向上とＤＸ人

材の育成 

 市内事業者のデジタル技術の活用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３期総合戦略案（概要） 
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将来像 

（地域ビジョン） ＜基本方針＞ 

 

Ⅰ．安全・安心で快適に 

暮らせる 

 

Ⅱ．健康でともに支え合う 

 

Ⅲ．子どもの成長と学びを 

育む 

 

Ⅳ．自然と調和した質の 

高い都市空間が整う 

 

Ⅴ．活力・賑わいあふれ 

交流が広がる 

 

Ⅵ．生きがいとゆとりを 

持てる 

 

Ⅶ．持続可能な自治体を 

経営する 

 
＜基本姿勢＞ 

①災害や感染症にも対応した安全・安心で持続可能なまちづくり 

②まちへの愛着と誇りを育むシティプロモーションの展開 

③すべての人にやさしいデジタル技術の最大限の活用 

④サービス・産業の高付加価値化と多様化する価値観への対応 

⑤多様な主体とのつながり・連携体制の構築 

2030 年を目標年次とした 
小野市総合ビジョンより抜粋 

第３期小野市総合戦略（計画期間：令和６～９年度 ４年間） 

＜本市の課題解決の視点＞ 

１．人口減少問題の認識の共有、市民・企業・行政が一体となる 

２．結婚支援、子育て支援の更なる充実 

３．誰もが働きやすい環境の創出 

４．市内企業等の情報発信と多様な就労の場づくり 

② 

基本目標05 基本目標06

基本目標01
　“希望あるまち”へ

　地域産業の活性化と安定したしごとの創出

基本目標02
　“子どもを生み育てたいまち”へ

　将来を担う世代の広がりある未来の創出

基本目標03
　“選ばれるまち”へ

　愛着と魅力の創造によるひとの流れの創出

基本目標04
　“つながりあるまち”へ

　活気ある豊かで温もりある地域の創出
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デジタル活用
等の重点化 



 

基本目標  

“希望あるまち”へ 

基本目標 

“子どもを生み育てたいまち”へ 

基本目標  

“選ばれるまち”へ 

基本目標 

“つながりあるまち”へ 

基本目標  （横断的目標） 

“豊かな人材を育むまち”へ 

基本目標  （重点・横断的目標） 

“挑戦し進化し続けるまち”へ 

地域産業の活性

化と安定したし

ごとの創出  

将来を担う世

代の広がりあ

る未来の創出 

 
愛着と魅力の創

造によるひとの

流れの創出 

 
活気ある豊か

で温もりある

地域の創出  

多様な主体が

活躍できる環

境の創出  

新しい時代の

力を活かす環

境の創出  
      

 

数値目標 基準値 目標値 

市内事業所従

業者数 

24,270 人 

（R3） 
25,000人 

製造品出荷額 
3,187億円 

（R4） 
3,300億円 

 

 

数値目標 基準値 目標値 

合計特殊出生率 
1.18 

（R4） 
1.40 

今後も小野市で子育てしたい  

と思う保護者の率（就学前） 

90.3％ 

（R5） 
95％ 

将来の夢・目標を持っ

ている児童・生徒の率 

79.6％ 

（R4） 
95％ 

 

 

数値目標 基準値 目標値 

観光交流人

口 

2,371,594 人 

（R4） 
2,450,000 人 

社会増減数 
98人 

（R4） 
（均衡）0人 

 

 

数値目標 基準値 目標値 

広報配布世帯数

に基づいた自治

会加入率 

74.6％ 

（R4） 
80％ 

若者の残存定住

率 

69.2％ 

（R4） 
80％ 

 

 

数値目標 基準値 目標値 

健康寿命（男性） 

健康寿命（女性） 

 

81.30 歳 

84.63 歳

（R2） 

82歳 

85歳 

 

要介護・要支援

認定率 

17.9％

（R4） 
19.8％ 

うるおい交流館

エクラ来館者数 

221,271 人 

（R4） 
250,000 人 

 

 

数値目標 基準値 目標値 

小野市での暮らし

に満足している住

民の割合 

69.5％ 

（R1） 
※紙アンケート 

80％ 
※市公式ＬＩＮＥ

アンケート 

市役所が便利だと

思う住民の割合 
-（R4） 100％ 

※同上 

二酸化炭素排出
量（市事務事業） 

8,149 トン 
（H25） 

4,646 トン 

 
 

 

施策１ 多様な雇用環境の創出 

①創業支援の強化 

・創業塾の開催をはじめとする商工会議所や金

融機関、NPO 法人等と連携した創業者支援 

②就業支援の強化 

・ハローワークや商工会議所等との連携による就業支援 

・シニア世代の就労促進や生きがい就労・活躍

の場の創出 

★おのワクナビや SNS等による市内企業の情報

発信 

★コワーキングスペース等の設置支援 

・テレワークなどにも対応した就労環境の整備 

施策２ 工業の活性化 

①企業立地の促進と環境整備 

・「ひょうご小野産業団地」等を活かした職住近

接のまちづくり 

・地域未来投資促進法に基づく企業立地促進 

・企業誘致や投資促進につながる支援策の充実 

②中小企業の支援 

・中小企業の経営基盤強化への支援 

③地場産業の活性化及び支援体制の強化 

・伝統工芸品の販路拡大の促進と支援 

・伝統工芸品の技術継承への支援 

施策３ 商業の活性化 

①活力ある商業の展開 

・図書館東地区での商業施設等の立地誘導によ

る賑わいづくりと新たな拠点づくりの推進 

・イベント等を通じた地域産業の情報発信 

・商店街における空き店舗の活用支援 

施策４ 農業の活性化 

①規模拡大による経営の安定と雇用の創出 

・新規就農者、認定農業者、集落営農組織の育

成と支援 

・担い手への農地集積、集約化の促進 

・6 次産業化の取組支援と地産地消を推進する

ネットワークの構築 

・環境保全型農業への支援 

★農業のスマート化促進支援 

②地域が有する多面的機能の維持と発揮 

・ため池、水路、農道等の整備促進 

・地域活動による農業施設の維持と自然環境の

保全 

 

施策１ 
安心して妊娠･出産できる環境
の整備 

①結婚・出産等にかかる負担の軽減と不安の解消  

・市民活動の拠点エクラを起点とした結婚支援の充実  

・結婚新生活支援事業等の実施検討 

・安全な妊娠・出産に向けた妊婦の健康管理の推進 

・不妊症治療ペア検査・不育症治療等にかかる

経済的支援の充実 

・産後の心身ケアと育児支援の充実 

②妊娠から出産までの切れ目ない支援 

・こどもサポートセンター等における妊娠期か

らの伴走型の相談支援の充実 

★子育て応援アプリ「おのっこナビ」による情報発信  

施策２ 
すべての子どもと子育て家庭
を支える仕組みづくり 

①子育てにかかる経済的負担の軽減 

・高校 3年生までの医療費完全無料化の継続 

・児童手当、児童扶養手当の充実 

・妊娠・出産・子育て応援ギフトの支給 

②子ども・子育て相談事業の充実 

・育児等の相談支援体制と児童館等の充実 

★「妊娠・子育ておのっこガイド」による情報発信  

③子どもの健やかな成長を支援し、個性に合わせ

た能力を引き出す支援 

・新生児訪問の推進や乳幼児健診・育児教室・

乳幼児発達相談の充実 

・発達障がい等の早期発見と早期療育への支援の充実  

④仕事と子育てを両立させる子育て環境づくり 

・統合幼稚園でのサービス拡充 

★保育施設等の負担軽減を図る給付管理システム導入  

施策３ 
子どもたちの夢と希望を育む
１６か年教育の推進 

①１６か年教育の推進 

・夢と希望の教育（脳科学と教育）の推進 

・専門的人材の活用によるいじめ・不登校対策 

★GIGA ｽｸｰﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとﾃﾞｼﾞﾀﾙ採点ｼｽﾃﾑの導入 

・部活動の地域移行を含む地域とともに進める

教育の推進 

②きめ細かな支援による安全・安心な学習機会の提供  

・ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置等の校内環境のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 

★ICT の活用による校内や通学路等の安全対策 

施策４ 
小野市の自然と恵みを活かし
た食育の推進 

①食育に関する知識の普及・推進 

・食育に関する講座の充実 

・学校・家庭における食育の推進 

 

施策１ 
地元への人材還流と移住･定住
の促進 

①移住・定住の促進 

・住まいと仕事の魅力発信と U・I・J ターンの促進  

・多様なニーズに応じた空き家等の利活用を含

む住宅の安定供給の促進 

施策２ 
安心して快適に暮らせる住環
境の確立 

①快適に暮らせる住環境づくり 

・シビックゾーンにおける都市機能の充実と新

市街地検討ゾーンの形成 

★都市計画等に関する公開型の地理情報システ

ムの構築・オープンデータ化 

②安全安心なまちづくり 

・LED 防 犯 灯 の 整 備 な ど に よ る 明 る い ま ち づ く り  

・安全安心ﾊﾟﾄﾛｰﾙによる犯罪や交通事故のない

安全・安心なまちづくり 

・空き家等の利活用・適正管理の取組推進 

★高齢者等の特殊詐欺被害対策の取組推進 

施策３ 
地域資源と魅力を活かした 
情報発信力の強化 

①情報発信力の強化 

★ﾄﾞﾛｰﾝも活用した SNS 等での情報発信の充実 

・観光大使等の活用による効果的な情報発信の展開 

②地域資源と魅力の発信 

・大学の知見等による地域資源のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 

・インバウンドに対応した地域の魅力の形成と発信 

施策４ 
観光拠点等を活用した交流機
会の拡大 

①イベントの開催や交通網の充実による集客の推進  

★市制 70 周年を契機とした動画等での情報発信 

★観光資源をつなぐ移動手段の充実とデジタル

マップの導入による周遊環境の整備 

②歴史・芸術文化・スポーツを通じた交流の推進 

★ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術も活用した文化財に親しむ環境づくり 

・芸術文化・スポーツの振興に資するイベントの開催  

施策５ 
新たな交流・集客拠点の環境整
備 

①観光拠点の魅力アップの推進 

・ひまわりの丘公園のリニューアル整備 

・白雲谷温泉ゆぴか周辺の整備・活性化 

・小野アルプス・鴨池公園周辺等の魅力アップ整備 

②新たな拠点づくりと環境整備の推進 

・浄谷黒川丘陵地での新たな土地利用構想策定 

・商業地等整備促進によるシビックゾーンでの

新たな賑わい創出 

 

施策１ 
多様なニーズに応じたコミュ
ニティの確立 

①コミュニティ基盤の確立と市民活動の活性化 

★デジタル技術を含む地域コミュニティの活性化

と地域力の向上 

・NPO法人等の市民活動活性化の促進 

施策２ 防災・減災の推進 

①防災拠点の整備と備えの充実 

・地域防災拠点等の整備推進 

・かわまちづくり事業の推進 

・地域防災の担い手の育成支援 

★防災情報等に関する公開型の地理情報シス

テム構築とオープンデータ化 

②消防・救急活動の強化と施設整備の推進 

・消防・救急施設等の計画的な更新・整備 

★ドローンの導入と活用 

・火災等の予防対策の推進 

③自然災害対策への取組強化 

・ライフラインの耐震化の推進 

・住宅耐震化等の促進 

・自然災害に備えた安全対策の推進 

施策３ 
都市基盤の整備推進と都市機
能の最適化 

①都市基盤の整備と社会資本の老朽化等対策の推進 

・新都市南北線などの幹線道路網の整備 

・市道等にかかる整備推進や安全対策の実施 

★ﾃﾞｰﾀ利活用による道路・橋梁、公園等の公共

ｲﾝﾌﾗの老朽化及び長寿命化対策の推進 

②交通ネットワークの充実と地域活性化 

★コミュニティバスとデマンドタクシーの充

実とデータ利用による最適化の推進 

・神戸電鉄粟生線の維持と活性化への取組の推進 

・地球環境にやさしい公共交通の利用を促進す

るための機運醸成 

③公共施設の戦略的な更新と維持管理 

・公共施設の統廃合や計画的な更新、維持管理

の推進 

★地理情報をはじめとした公共施設のデータ

整備とオープンデータ化 

④地域特性を活かした広域的な連携の推進 

★デジタル技術も活用した広域的な情報連携体制の確立  

★デジタル技術も活用した広域的な水道事業連携の推進  

・広域的な医療連携の推進 

・新ごみ処理施設の整備構想の策定など北播磨

圏域における生活関連機能の連携推進 

 

施策１ 
生きがいが感じられる暮らし
と活躍の場の充実 

①生きがい就労の促進と地域社会での活躍の場の創出  

★市公式 LINE を活用したデジタルポイント事

業によるボランティアの育成 

・ボランティア活動による生きがいの創出支援 

・シニア世代の就労機会の提供支援 

②生きがいづくりにつながる学び・スポーツ等の機

会の充実 

★市公式 LINE も活用した生涯学習・生涯スポー

ツの機会の充実 

・芸術文化に寄与する団体等への支援 

施策２ 
多様性を尊重し、多世代が交流
し支え合う地域の構築 

①地域における共生・交流・支え合いの体制構築 

★デジタル技術も活用した高齢者見守りネット

ワークの推進強化 

・地域包括ケアシステムの深化・推進 

・「共生」・「予防」を両輪とする認知症に対する支援の推進 

★各種行政情報の発信や行政サービスの多言語対応  

・多文化共生・国際交流の推進 

②女性活躍・男女共同参画の推進 

・男女共同参画社会の実現に向けた普及啓発 

・女性の社会や地域への参画の推進 

・女性ネットワークの更なる推進 

・非暴力啓発及び教育の推進 

③セーフティネットの強化と自立支援の充実 

★いじめ等の相談支援体制の強化と SNS上での対策の継続 

・人権啓発・人権教育の推進 

・高齢者、障がい者等へのきめ細かな福祉サービスの充実 

・様々な生きづらさを抱えている人に対応する

重層的支援体制整備事業の実施体制構築 

施策３ 健康寿命の延伸 

①健康づくり活動への支援 

★市公式 LINE を活用したデジタルポイント事

業による健康づくり活動等の推進 

・高齢者の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ予防接種費用の助成 

・健康診査と連携した健康講座の開催 

・フレイルリスクのある方に対する保健指導及

び健康相談等の実施 

②介護予防事業・介護体制の充実 

・介護予防体操・講座の普及・実施 

・通いの場におけるﾌﾚｲﾙ予防のための健康教育 

③充実した地域医療体制の確立と医療系人材の確保 

・小野長寿の郷構想に基づく連携と地域医療の推進 

 

施策１ 
地域特性に応じたデジタル
化・スマート化の推進 

①自治体行政ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

★基幹業務システムの統一・標準化とガバメン

トクラウドへの移行 

★マイナンバーカードの普及促進とマイナン

バー制度の活用 

★各種予約や行政手続きのオンライン化 

★窓口でのキャッシュレス化・スマート化対応

を含む窓口改革の推進 

★AI チャットボットの活用を含む市公式 LINE

上でのサービス拡充 

★RPA や AI-OCR の導入による業務効率化 

★DX 人材育成研修の実施とドローン操縦資格

の取得推進 

②地域社会におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙ化・ｽﾏｰﾄ化の推進 

★市内における安定的な情報通信網の整備促進 

★紙媒体による情報発信等のデジタル化への

移行促進 

★世代間のコミュニケーション等を通じた地

域における ICT リテラシーの向上と DX 人材

の育成 

★市内事業者のデジタル技術の活用促進 

 

施策２ 
脱炭素社会への取組と持続可
能なまちづくり 

①環境負荷の軽減と自然環境の保全 

・地域特性を最大限に活かした再生可能エネ

ルギーの導入 

・エネルギー効率の改善などによる環境に配

慮した公共施設の整備・運営 

・ひょうご小野産業団地立地企業との連携に

よる循環型社会の形成に向けた取組の推進 

・ごみ分別収集やごみステーション美化整備

の推進 

・兵庫県が発行するグリーンボンドの取組へ

の協力 

②ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に資する

取組の推進 

・SDGs 推進に関する連携協定に基づく普及啓

発等の取組項目の推進 

・SDGs の目標達成と地域課題の解決を目指し

た取組への企業版ふるさと納税の獲得 

・SDGsと市の各種施策との紐づけ・情報発信 

 

※「目標値」には R9年度での達成目標を記載。以降同じ。 

第３期総合戦略案（概要） デジタル技術関係に★ ③ 


